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授業はとても楽しいです。子ども達には授業を通じて英語や海外に関心を持ってほしい。 
写真：グレゴリー・ブライアント先生
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令和４年３月定例会

３月定例会は３月４日〜１５日まで行われ、町から提出された議案全３１件と議
会案１件について全て原案の通り可決・同意した。また一般質問では１０名が登壇
し、町の考えや対応を問いただした。
※可決した議案については、町の広報紙「広報にしあいづ」にも掲載されています。

令和４年度予算を可決
一般会計及び特別会計における歳出総額は
98億4,368万円

令和４年度一般会計及び特別会計を合わせた歳出予算は前年度比４.１％の増加となっ
た。新型コロナウイルス感染症に対する施策のほか、西会津町総合計画に掲げる「笑顔つ
ながり 夢ふくらむ町 〜ずーっと、西会津〜」の実現に向けた予算となった。

地域おこし協力隊配置事業
（情報発信・番組制作・デジタル戦略推進）

町の重点施策でもあるデジタル戦略の推進
に向け、町民への周知や広報、また、事業推
進の加速化を図ることを目的とし、情報発
信、ケーブルテレビ番組制作、デジタル戦略
推進分野について地域おこし協力隊を配置す
る。

首都圏等企業関係構築業務委託料

人口減少対策として移住・定住に向けた働
く場の創出を目的に「企業移転等受け入れに
向けた西会津町視察事業（令和３年度）」を
実施した。新年度においては、関係を築いた
企業のニーズを詳細に把握し、再訪する企業
との実証事業などを行う。

議会が注目！新年度の重要政策
新年度予算に計上された事業の中から４つの事業について取り上げた。
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委託事業の評価検証
武藤　道廣 議員

問	委託料算定について事業内容の評価検証
はどのように行われているのか。

答	委託事業については、専門的な知識を必
要とする事業と行政が実施するよりも町
民サービスの向上が図られる事業に分け
られ、業者の選定については、入札やプ
ロポーザル、指定管理委託については、
選定委員会を設置している。評価検証に
ついては、それぞれの担当課が実施し、
委託業務の内容については見直しなども
行っていく。

任期満了後の地域おこし協力隊への対応
多賀　剛 議員

問	地域おこし協力隊任期終了後の対応はど
のように行っているのか。

答	地域課題解決型の隊員については、任期
満了の１年前から定期的にヒアリングを
実施し、進路のサポートを行っている。
起業を目指す者については、町が行う創
業塾などの支援も併せてサポートを行っ
ている。起業型の隊員については、既に
起業している隊員もいるほか、１年目から
起業に向けたサポートを実施している。

財政運営の展望
伊藤　一男 議員

問	委託料の増加や広域組合の負担金の増加
がある中で財政運営の展望は。

答	町の借金にあたる起債の償還については、
令和４年度がピークになると捉え、その
後は減少していく見込み。令和４年度一
般会計予算においては、全体の７０％超
の起債が、交付税に算定されているもの
で町の財源の持ち出しは実質３０％ほど
となっている。

令和４年度の予算配分の特徴は
猪俣　常三 議員

問	令和４年度の予算配分の特徴は、どのよ
うなものになるのか。

答	西会津町総合計画に掲げる「笑顔つなが
り夢ふくらむ町 ～ずーっと、西会津～」
に基づく事業を実施する。新型コロナウ
イルス感染症対策を図りつつ、人口減少
に歯止めをかけるための地域経済の活性
化や住民福祉の向上、人材育成につなが
る事業に重点的に予算配分を行った。

農業公社設立準備事業

令和３年度は、町農業公社設立検討会を開
催し、町内農業者などからの意見をまとめ
た。令和４年度も引き続き広く意見を聴取し
ながら専門人材を配置し、公社として担うべ
き業務、組織形態、経営収支の試算などの検
討を行っていく。

子育てコミュニティ施設運営事業

子どもを安心して産み育てやすい環境づく
りを目指して開所した子育てコミュニティ施
設について第2期整備を行う。内容としては、
授乳室の整備、遊具、玩具の追加、床、屋根、
外壁などの修繕を行う。

このような
質疑を経て　令和４年度予算案を可決
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町税について
伊藤　一男 議員

問	町税における内訳と増減額の内訳は。
答	個人住民税の減額は、納税義務者の減少
と所得の減少により減額するものであり、
法人町民税の増額は、令和３年度の収入
見込みが増額の予定になるため。
固定資産税の減額は、評価額が下落する
ことによるものと空き家などの滅失や償
却資産の減少などにより減額となってい
る。

協働のまちづくり推進事業
荒海　正人 議員

問	アドバイザーの関わり方は。
答	協働のまちづくり推進委員会では、各グ
ループのアイデアを実現していくことを
目標にし、アドバイザーもそれぞれのグ
ループに寄り添いながら活動に参画して
いく関わり方をしている。

地域おこし協力隊設置事業
秦　貞継 議員

問	地域おこし協力隊活動の評価検証はどの
ように行っているのか。

答	毎月活動報告を求めながら、全隊員出席
したミーティングを実施している。職員
も参加し、それぞれの立場から評価検証
を行っている。

水道・下水道事業における資本費平準化債
三留　正義 議員

問	資本費平準化債借入による企業債の償還
金への影響は。

答	資本費平準化債とは、企業債償還ピーク
に合わせ一般会計への繰り出し緩和策と
して借り入れるもの。借入については返
済シミュレーションを実施し行っている。

温泉施設管理委託料
小林　雅弘 議員

問	宿泊部門収支の不足額を補てんする措置
として委託料増額となるとの説明であっ
たが、今年度のみの措置として捉えてい
いのか。

答	財源としては、町の一般財源を活用し、
令和４年度限りの措置としている。

有害鳥獣解体処理施設整備工事
多賀　剛 議員

問	新設される施設の内容は。
答	捕獲した有害鳥獣の解体処理を行う上で
負担軽減を目的にした施設。解体処理台
や一時保管用の冷蔵庫を設置し、処理後
は、これまで通り埋設処分、焼却処分を
実施していく。
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３月定例会 審議議案と結果
上程議案・概要 結果

令和４年度 歳入歳出予算

一般会計予算　62億2,000万円（前年度比5.2%増） 全会一致

工業団地造成事業特別会計予算　8,867万6,000円（前年度比0.0%） 全会一致

住宅団地造成事業特別会計予算　631万6,000円（前年度比0.0%） 全会一致

後期高齢者医療特別会計予算　1億427万8,000円（前年度比2.5%増）

賛成多数で可決

国民健康保険特別会計予算 
事業勘定　7億4,724万7,000円（前年度比1.2%増）
診療施設勘定　3億8,604万7,000円（前年度比33.6%増）

全会一致

介護保険特別会計予算　11億8,081万3,000円（前年度比2.0%減） 全会一致

水道事業会計予算
収益的収支　2億5,708万8,000円（前年度比1.2%増）
資本的収入　1億5,235万3,000円（前年度比23.8%増）
資本的支出　2億7,092万7,000円（前年度比18.3%増）

全会一致

下水道事業会計予算
収益的収支　3億4,202万6,000円（前年度比1.4%減）
資本的収入　1億5,379万4,000円（前年度比24.4%減）
資本的支出　2億4,026万7,000円（前年度比15.0%減）

全会一致

令和3年度補正予算

一般会計予算補正予算（第8次）　5,256万円増額 全会一致

一般会計予算補正予算（第9次）　1,709万8,000円増額　
除雪費の増加に係る経費の追加 全会一致

後期高齢者医療特別会計予算（第1次）　 34万1,000円減額 全会一致

〈賛成討論〉
多賀　剛 議員
高齢者医療制度は、県が主体となる
広域連合が行う業務であり、町が行う
ものは限られている。また町としても
多様な軽減策を実施している中で、持
続可能な制度としていくためにも提案
された内容で実施されるべきと考え
る。

〈反対討論〉
小林　雅弘 議員
年収200万円以上、または夫婦年収
320万円以上の75歳以上世帯におけ
る窓口負担割合を１割から２割とする
国の方向性をそのまま導入する案であ
る。窓口負担が増加することで受診抑
制が起き医療費増加も懸念されてい
る。町独自の軽減策を求める立場から
反対する。

荒海 上野 小林 秦 猪俣 三留 小柴 伊藤 多賀 青木 清野 武藤
○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — ○
○は賛成、×は反対。清野議員は、議長のため採決に加わっていません。
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３月定例会 審議議案と結果
上程議案・概要・結果 結果

令和３年度補正予算
国民健康保険特別会計予算 （第５次）
事業勘定　3,934万5,000円増額
診療施設勘定　216万4,000円減額

全会一致

介護保険特別会計予算 （第3次）　87万2,000円増額 全会一致

水道事業会計予算（第3次）
収益的収支　160万円減額
資本的収入　1,230万円減額　資本的支出　1,338万1,000円減額　

全会一致

下水道事業会計予算（第3次）
収益的収支　43万6,000円増額
資本的収入　1,078万5,000円減額　資本的支出　857万円減額

全会一致

条例の制定
西会津町新田興助地域振興基金条例　寄附による基金創設 全会一致

西会津町私債権管理条例　私債権の管理を定めた条例 全会一致

条例の一部改正
固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例　押印廃止などに係る改正 全会一致

町個人情報保護条例の一部を改正する条例　
行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律が廃止され、個人情報の保護に関する法律に統
合されたことによる改正

全会一致

町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
会計年度任用職員の育児休業や部分休業の該当要件の緩和、妊娠または出産などにおける措置な
どによる改正

全会一致

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
鳥獣被害対策実施隊（対象鳥獣捕獲員）の報酬は地方公共団体で定めるものとする基本指針が国
から示されたことによる改正

全会一致

町税条例の一部を改正する条例　法人税の連結納税見直しや電子申告に関する規定の追加など 全会一致

町結婚祝金支給条例の一部を改正する条例　祝金を20万円に増額 全会一致

町出産祝金支給条例の一部を改正する条例　祝金を30万円に増額するなど 全会一致

町定住促進住宅条例の一部を改正する条例　
特別の事情があると認める者に対し、連帯保証人の連署を不要とするなどの入居条件の改正 全会一致

町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例　
民間事業者などが自動運行補助施設を道路に設ける場合の占用料についての改正 全会一致

町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例　
報酬の増額、火災及び自然災害時の出動における報酬の創設 全会一致

町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例
森野処理区を廃止し、公共下水道・野沢処理区に統合することによる改正 全会一致

その他
町道の認定について　バイパスにより県道上郷下野尻線の一部区間が町に移管されることによる認定 全会一致

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について　経費増額に伴う内容の変更 全会一致

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意

議会案
ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議 全会一致



7 議会だよりにしあいづ／令和４年４月／157号7

　

一
般
質
問
は
3
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
の
３
日
間
行
い
、
議

員
10
人
が
登
壇
し
、
町
政
の
課
題
な
ど
を
問
い
た
だ
し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
の
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来

の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
や
説
明
を
求
め
、
町
民
の
た
め
の

適
切
な
行
政
運
営
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

も
の
で
す
。

事
前
の
通
告
に
基
づ
き
質
問

　

質
問
者
は
、
議
長
の
許
可
を
得
て
事
前
に
執
行
者
に
通
告

し
た
内
容
に
沿
っ
て
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
時
間
以
内
な
ら
何
度
も
質
問
可
能

　

論
点
及
び
争
点
を
明
確
に
し
、
議
論
が
深
ま
る
よ
う
一
問

一
答
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
答
弁
を
含
め
て
１
時
間
の
時

間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○青木照夫議員（８ページ）
　①克雪対策について
　②障がい者の就労支援について
○猪俣常三議員（９ページ）
　①新型コロナウイルスワクチン接種について
　②農業の振興について
　③防雪柵の設置について
○小林雅弘議員（10ページ）
　①新型コロナウイルス感染症対策について
　②町に伝わる行事や文化の保存について
○小柴敬議員（11ページ）
　①令和４年度、町総合計画・実施計画について
○多賀剛議員（12ページ）
　①新年度予算が目指すまちづくりについて
　②移住・定住施策について
　③有害鳥獣対策について
○秦貞継議員（13ページ）
　①町が目指す幼少期からの教育について

○伊藤一男議員（14ページ）
　①デジタル戦略の取り組みについて
　②西会津高校活性化の取り組みについて
　③水道未普及地区の水道整備について
○三留正義議員（15ページ）
　①西会津農業振興地域整備計画について
　②令和４年産米について
○上野恵美子議員（16ページ）
　①在宅高齢者支援について
○荒海正人議員（17ページ）
　①西会津町デジタル戦略について
　②協働のまちづくりについて
　③移住定住政策について

※掲載ページは抽選による。
※掲載記事は２項目まで。

町政を問う
ここが聞きたい　10人が登壇
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う
捉
え
て
い

る
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

高
齢
化
の
進
行
や

人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
除

雪
困
難
な
世
帯
が
増
え
、

地
域
に
お
け
る
除
雪
の
担

い
手
不
足
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
で
助
け

合
え
る
こ
と
、
自
助
・
共

助
・
公
助
の
役
割
を
認
識

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
雪
処

理
体
制
を
構
築
し
て
い

く
。問

野
沢
中
央
通
り
に

消
雪
パ
イ
プ
を
設

答  事業化については慎重に検討する
問  野沢中央通りに消雪パイプを

克雪対策

置
で
き
な
い
か
。
ド
ー
ザ

で
除
雪
す
る
必
要
が
な

く
、
今
後
の
費
用
対
効
果

を
考
え
れ
ば
得
策
と
思
う

が
ど
う
か
。

答
建
設
水
道
課
長

散
水
消
雪
施
設
、

無
散
水
融
雪
施
設
は
、
機

械
除
雪
と
比
較
す
る
と
費

用
対
効
果
は
割
高
で
あ
る

た
め
、
事
業
化
に
は
慎
重

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問
野
沢
駅
前
通
り
の

消
雪
パ
イ
プ
が
故

障
し
た
こ
と
か
ら
、
ド
ー

ザ
で
除
雪
を
し
た
。
そ
の

結
果
、
消
雪
パ
イ
プ
が
破

損
し
、
地
区
住
民
の
生
活

に
支
障
が
生
じ
た
。
県
道

で
は
あ
る
が
町
の
対
応

は
。答

建
設
水
道
課
長

消
雪
施
設
が
水
量

不
足
で
機
能
が
低
下
し
た

た
め
、
機
械
除
雪
に
切
り

替
え
た
。
１
月
４
日
、
積

雪
が
50
㎝
と
な
り
県
に
報

告
。
県
に
お
い
て
運
搬
除

雪
を
実
施
す
る
旨
、
関
係

自
治
区
長
に
報
告
し
た
。

問
町
内
の
総
会
で
、

消
雪
パ
イ
プ
の
故

障
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

自
治
区
長
は
報
告
が
な
い

と
答
え
て
い
る
が
。

答
建
設
水
道
課
長

も
よ
り
の
区
長
に

報
告
し
た
。

問
消
雪
パ
イ
プ
の
破

損
は
５
～
６
個
と

報
告
さ
れ
た
が
、
実
際
は

２
７
５
個
中
１
２
４
個
が

破
損
し
て
い
た
。
内
容
を

承
知
し
て
い
た
の
か
。

答
建
設
水
道
課
長

認
識
し
て
い
た
。

問
破
損
で
地
区
住
民

に
大
き
な
支
障
が

生
じ
た
。
国
道
や
、
県
道

で
あ
ろ
う
が
、
住
ん
で
い

る
の
は
地
区
住
民
だ
。
冬

期
間
、
建
設
水
道
課
は
、

窓
口
で
の
相
談
が
多
く
な

る
。
基
本
条
例
に
「
情
報

の
共
有
」
と
あ
る
が
、
町

民
に
情
報
を
提
供
し
て
対

応
を
願
い
た
い
。

答
建
設
水
道
課
長

町
民
に
寄
り
添
っ

た
対
応
を
し
て
い
く
。

青木　照夫 議員

が
ど
う
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

障
が
い
の
あ
る
方

が
就
労
に
よ
っ
て
社
会
参

加
・
社
会
貢
献
す
る
こ
と

は
、
生
き
が
い
の
あ
る
暮

ら
し
や
経
済
的
自
立
の
生

活
を
高
め
る
た
め
に
も
有

意
義
で
あ
る
。
就
労
の
場

と
し
て
、
Ｂ
型
事
業
所
の

西
会
津
町
授
産
所
と
連
携

し
て
、
障
が
い
の
あ
る
方

へ
の
就
労
支
援
の
在
り
方

を
検
討
し
て
い
く
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援

問 

就
労
支
援
の
場
が
必
要
だ
が

答 

支
援
の
在
り
方
を
検
討
す
る

問
Ａ
型
の
対
象
と
な

る
障
が
い
者
な
ど

に
就
労
支
援
の
必
要
性
を

感
じ
る
が
、
当
町
の
現
状

は
。答

福
祉
介
護
課
長

Ａ
型
は
、
一
般
企

業
に
近
い
就
労
条
件
と
、

雇
用
契
約
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
Ａ
型
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
所
は
町
内

に
は
現
在
な
く
、
利
用
希

望
者
が
あ
れ
ば
町
外
事
業

者
と
な
る
。

問
仕
事
に
就
き
た
い

が
仕
事
に
就
く
こ

と
が
難
し
い
人
が
い
る
。

国
が
障
が
い
者
の
枠
を
広

げ
た
こ
と
か
ら
Ａ
型
の
対

象
者
が
増
え
た
と
さ
れ

る
。
当
町
に
就
労
支
援
の

場
と
し
て
Ａ
型
の
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
が
必
要
と
思
う

授産所で仕事をしている様子
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問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大

に
伴
う
米
価
下
落
に
苦
し

む
水
稲
農
家
の
支
援
策
と

し
て
、
国
の
農
業
収
入
保

険
制
度
は
、
す
べ
て
の
農

産
物
が
加
入
で
き
て
、
自

然
災
害
や
病
気
ま
た
は
、

ケ
ガ
に
よ
る
負
傷
の
ほ
か

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
例

年
通
り
の
出
荷
が
で
き
な

い
こ
と
に
よ
り
、
収
入
が

減
っ
た
場
合
も
補
償
を
受

け
ら
れ
る
。
保
険
料
は
加

入
者
の
販
売
収
入
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
新
規
加
入

者
の
保
険
料
の
一
部
を
支

援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
農
林
振
興
課
長

収
入
保
険
制
度

は
、
す
べ
て
の
農
産
物
を

対
象
に
自
然
災
害
に
よ
る

収
量
減
や
価
格
低
下
を
は

じ
め
農
業
者
の
経
営
努
力

で
は
避
け
ら
れ
な
い
様
々

な
リ
ス
ク
に
よ
る
収
入
減

少
を
補
償
す
る
も
の
で
税

制
上
の
青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
農
業
者
が
加
入
で

き
る
。
か
か
る
保
険
料
や

積
立
金
の
一
部
を
国
庫
補

助
金
で
賄
う
こ
と
が
で

き
、
農
業
経
営
安
定
に
資

す
る
非
常
に
有
利
な
保
険

制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
収
入
保
険
の
保
険

料
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
に
お
い
て

実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

今
後
も
様
々
な
機
会
を
捉

え
制
度
の
周
知
を
図
り
普

及
推
進
に
む
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

農
業
振
興

問 
農
業
収
入
保
険
制
度
支
援
に
つ
い
て

答 
現
時
点
に
お
い
て
実
施
す
る
予
定
は
な
い

答  ３月中旬から集団接種を基本に計画
問  ５歳から１２歳未満の接種について

ワクチン接種

問
国
に
お
い
て
子
供

へ
の
接
種
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
町
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
め
ら
れ

て
い
る
中
、
５
歳
か
ら
12

歳
未
満
の
接
種
に
つ
い
て

町
の
対
応
は
。

答
健
康
増
進
課
長

町
内
で
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
が
安
心
し
て

接
種
で
き
る
体
制
を
検
討

し
て
お
り
、
３
月
中
旬
か

ら
集
団
接
種
を

基
本
と
す
る
接

種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
だ
が
、
現
時

点
で
国
か
ら
配

分
さ
れ
た
小
児

用
ワ
ク
チ
ン

は
、
対
象
者
２

３
２
名
に
対
し

て
50
名
の
２
回

分
と
な
る
１
０

０
回
接
種
分
の

み
で
あ
る
。
順

序
は
12
歳
に
続

き
11
歳
の
希
望

者
へ
の
接
種
を

行
い
、
そ
の
後

10
歳
以
下
の
接
種
日
程
な

ど
を
調
整
し
て
い
く
。

問
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

当
日
に
、
体
調
不

良
に
よ
り
接
種
で
き
な

か
っ
た
場
合
、
町
の
対
応

は
。答

健
康
増
進
課
長

診
療
所
に
お
い

て
、
個
別
接
種
を
す
る
よ

う
に
な
る
。

猪俣　常三 議員

農林水産省のチラシ

個別接種の会場となる西会津診療所
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問
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
進
捗
状

況
は
。

答
町
長

高
齢
者
へ
の
接
種

は
、
３
月
中
旬
に
完
了
す

る
見
込
み
。
64
歳
以
下
に

つ
い
て
は
、
４
月
中
旬
に

完
了
す
る
見
込
み
。
会
場

ま
で
の
送
迎
や
寒
さ
対
策

な
ど
に
十
分
配
慮
し
て
い

る
。問

医
療
従
事
者
な
ど

の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
。答

町
長

医
療
従
事
者
は
、

１
月
末
、
町
内
の
高
齢
者

施
設
入
居
者
及
び
従
事
者

は
、
２
月
末
に
接
種
を
完

了
し
て
い
る
。

問
学
校
・
こ
ど
も
園

な
ど
の
職
員
へ
の

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
の
優
先

接
種
は
。

答
町
長

学
校
・
こ
ど
も
園

職
員
な
ど
へ
の
優
先
接
種

は
、
２
回
目
か
ら
６
カ
月

経
過
し
た
方
に
実
施
し
て

答  基礎疾患をお持ちの方は原則入院
問  感染者の療養はどうなっているか

新型コロナ対策

い
る
。

問
副
反
応
の
状
況

は
。

答
町
長

重
篤
な
副
反
応
の

発
生
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
。問

感
染
し
た
方
の
療

養
先
は
。

答
町
長

感
染
し
た
方
の
療

養
先
に
つ
い
て
は
、
県
よ

り
個
人
情
報
は
提
供
さ
れ

て
い
な
い
が
、
県
の
方
針

で
は
、
基
礎
疾
患
を
お
持

ち
の
方
は
、
軽
症
で
あ
っ

て
も
入
院
を
基
本
と
し
て

い
る
。

問
５
～
11
歳
ま
で
の

接
種
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
は
。

答
町
長

５
～
11
歳
ま
で
の

接
種
に
つ
い
て
は
、
集
団

接
種
を
基
本
と
し
て
３
月

中
旬
か
ら
実
施
す
る
。

小林　雅弘 議員

答
教
育
長

文
化
を
保
存
・
記

録
し
、
活
用
し
て
い
く
。

町
は
し
っ
か
り
残
し
て
い

く
。
教
育
委
員
会
と
し

て
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と

連
携
し
、
全
面
的
に
協
力

し
て
保
存
・
活
用
・
継
承

し
、
令
和
４
年
度
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
し
て
保
存
を

「
見
え
る
化
」
し
て
い
く
。

文
化
の
保
存

問 

歳
の
神
や
念
仏
を
映
像
で
残
し
て
は

答 

歳
の
神
に
つ
い
て
は
記
録
保
存
を
図
る

成
す
る
予
定
。

問
歳
の
神
や
念
仏
な

ど
を
映
像
で
残
す

考
え
は
な
い
か
。

答
生
涯
学
習
課
長

歳
の
神
に
つ
い
て

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
各

集
落
に
伝
わ
る
歳
の
神
を

撮
影
し
た
映
像
が
多
く
あ

る
の
で
記
録
保
存
を
図
っ

て
い
く
。

問
地
域
文
化
の
継
承

と
保
存
に
つ
い
て

町
の
考
え
は
。

答
生
涯
学
習
課
長

地
域
文
化
の
継
承

と
保
存
を
進
め
、
町
の
貴

重
な
財
産
を
ア
ー
カ
イ
ブ

化
（
デ
ー
タ
で
保
存
）
し

て
い
く
。

問
保
存
し
て
い
る
行

事
や
文
化
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。答

生
涯
学
習
課
長

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
撮
影
し
た
「
祭
礼
や
歳

の
神
、
百
万
遍
」
な
ど
各

地
域
に
伝
わ
る
地
域
文
化

の
映
像
を
保
有
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
西
会
津
の

伝
説
・
民
話
集
の
第
１
巻

を
令
和
３
年
度
中
、
第
２

巻
を
令
和
４
年
度
中
に
作

寺前自然塾の歳の神
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令
和
元
年
度
策
定
の

「
町
総
合
計
画
」
は
、
令

和
４
年
度
に
前
期
最
終
年

度
を
迎
え
る
。
新
年
度
に

は
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
拡

充
や
新
規
事
業
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
次
の
点
に

つ
い
て
問
う
。

問
有
害
鳥
獣
解
体
処

理
施
設
整
備
に
つ

い
て答

町
長

大
型
獣
の
処
理
が

猟
友
会
の
皆
さ
ん
の
負
担

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
解

体
し
て
焼
却
ま
た
は
埋
立

処
理
す
る
た
め
の
施
設
で

あ
り
、
木
造
平
屋
の
建
物

で
あ
り
、
解
体
作
業
台
、

洗
浄
機
、
冷
蔵
庫
な
ど
を

整
備
す
る
。

　

ジ
ビ
エ
と
の
関
連
で
あ

る
が
、
県
内
全
域
で
出
荷

制
限
が
か
け
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
利
用
に
向
け

た
放
射
性
物
質
の
測
定

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
な

ど
、
出
荷
制
限
解
除
に
向

け
た
取
り
組
み
を
県
と
協

議
し
な
が
ら
行
っ
て
い
き

た
い
。

問
農
業
公
社
設
立
準

備
事
業
に
つ
い
て

答
町
長

農
業
者
の
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
、
耕
作

放
棄
地
や
鳥
獣
被
害
の
拡

大
な
ど
、
農
林
業
の
総
合

的
な
課
題
解
決
に
向
け
た

一
つ
の
手
段
と
し
て
「
農

業
公
社
」
の
活
用
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
調

査
・
検
討
を
進
め
て
き

た
。

　

そ
の
中
か
ら
、
本
町
の

農
業
公
社
が
取
り
組
む
べ

き
役
割
と
し
て
「
担
い
手

の
育
成
」「
農
地
・
農
業

用
施
設
の
保
全
と
維
持
管

理
」「
有
害
鳥
獣
対
策
」「
農

産
物
の
産
地
化
・
ブ
ラ
ン

ド
化
」
と
い
っ
た
課
題
が

整
理
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

農
業
公
社
の
よ
う
な
法

人
組
織
が
必
要
と
の
意
見

も
多
く
聞
か
れ
た
。

　

令
和
４
年
度
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
の
調
査
・
検

討
を
踏
ま
え
、
専
門
人
材

を
配
置
し
、
公
社
の
経
営

方
針
や
取
り
組
む
べ
き
業

務
内
容
、
法
人
の
形
態
、

町
総
合
計
画

問 
前
期
最
終
年
度
の
実
施
計
画
は

答 
具
体
的
作
業
を
前
進
さ
せ
る

品
を
紹
介
す
る
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
整
備
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指

し
、
首
都
圏
へ
の
配
布
や

ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発
信
に

よ
る
認
知
度
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
く
。

　

次
に
、
都
内
を
会
場
に

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
て

い
た
だ
い
た
関
係
者
を
本

町
に
お
招
き
し
、
地
域
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
認
知
度

ア
ッ
プ
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
イ

ベ
ン
ト
・
商
談
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
販
売

促
進
に
つ
な
げ
る
と
と
も

に
、
西
会
津
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な

事
業
を
展
開
す
る
。

経
営
収
支
の
試
算
な
ど
、

よ
り
詳
細
な
検
討
を
加
え

る
計
画
で
あ
る
。

問
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
事
業
に
つ
い

て答
町
民
税
務
課
長

県
電
源
地
域
振
興

財
団
の
助
成
金
を
活
用

し
、「
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」
に
取
り
組
む
。
本
事

業
は
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
持
続
的
な
産
業
づ
く

り
の
観
点
か
ら
、
地
域
の

産
業
創
出
・
事
業
育
成
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
一
つ
目
と
し

て
、
地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

　

ま
た
、
個
々
の
商
品
の

ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
こ
と
で
販

売
促
進
の
支
援
を
行
い
、

訴
求
力
の
向
上
を
目
指

す
。
町
内
商
店
な
ど
に
専

門
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
。

　

地
域
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

群
を
地
元
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
。

　

以
上
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
地
場
産
品
の
販
売
額

増
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
と
、
本
町
の
「
認
知

度
ア
ッ
プ
」
及
び
「
西
会

津
フ
ァ
ン
」
獲
得
に
よ
る

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

増
を
目
指
し
て
い
く
。

小柴　敬 議員

西会津米のパンフレット
地域ブランドの確立を目指す
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多賀　剛 議員

問
新
年
度
当
初
予
算

は
、
薄
町
長
二
期

目
当
選
後
初
の
予
算
編
成

と
な
る
。
一
期
目
後
半

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
追
わ
れ
た
２
年

間
で
あ
っ
た
が
、
そ
ん
な

中
に
あ
っ
て
も
着
実
に
公

約
実
現
に
向
け
取
り
組
ま

れ
て
き
た
。
ま
た
デ
ジ
タ

ル
戦
略
の
策
定
・
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
推
進

等
々
他
市
町
村
に
先
駆
け

て
新
し
い
施
策
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

た
。
新
年
度
予
算
に
込
め

た
思
い
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

に
あ
る
の
か
。
ま
た
こ
の

予
算
が
目
指
す
ま
ち
づ
く

り
は
ど
ん
な
も
の
な
の

か
。答

町
長

一
期
目
で
何
と
か

形
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

事
業
や
将
来
に
む
け
て
の

方
向
付
け
、
準
備
が
出
来

た
事
業
も
あ
り
、
二
期
目

で
は
こ
れ
ら
を
更
に
加

速
・
進
化
さ
せ
持
続
可
能

な
町
に
す
る
た
め
覚
悟
を

答  幸せを実感できる「まち」に
問  新年度予算に込めた思いは

予算編成

も
っ
て
取
り
組
む
。
本
町

の
最
大
の
課
題
は
人
口
減

少
対
策
で
あ
る
。
こ
の
課

題
解
決
に
向
け
「
人
材
育

成
」「
移
住
定
住
の
促
進
」

「
健
康
長
寿
」
に
重
点
を

置
き
各
種
施
策
を
推
進

し
、
さ
ら
に
今
の
時
代
に

求
め
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
戦

略
の
着
実
な
実
行
・
西
会

津
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
・

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
を

図
る
こ
と
で
、
次
の
世
代

へ
の
持
続
可
能
な
ま
ち
を

目
指
し
て
い
く
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
新
年
度
は
こ

れ
ま
で
の
様
々
な
取
り
組

み
に
加
え
新
規
事
業
や
既

存
事
業
の
拡
充
を
図
り
笑

顔
が
溢
れ
る
、
地
域
が
幸

せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
に

す
る
た
め
、
町
民
・
議

会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

問
移
住
定
住
を
推
進

す
る
う
え
で
入
居

で
き
る
物
件
の
確
保
・
整

備
は
不
可
欠
で
あ
る
。
今

後
の
子
育
て
世
帯
用
住
宅

の
整
備
計
画
は
。

答
商
工
観
光
課
長

今
後
、
ニ
ー
ズ
の

把
握
や
財
源
の
確
保
、
整

備
地
区
な
ど
の
調
査
が
必

要
で
あ
る
。
関
係
各
課
が

連
携
し
な
が
ら
十
分
に
検

討
し
て
い
く
。

問
本
町
の
事
業
所
に

通
勤
す
る
町
外
者

の
移
住
推
進
の
た
め
、
一

定
期
間
の
家
賃
補
助
は
で

き
な
い
か
。

答
商
工
観
光
課
長

家
賃
補
助
に
つ
い

て
は
、
他
の
自
治
体
で
の

事
例
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
今
後
検
討
し
て
い
く
。

だ
少
な
い
が
、
町
内
の
民

間
事
業
者
か
ら
も
同
様
の

提
案
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
具
体
的
に
検
討
す

る
。

移
住
定
住

問 

移
住
者
用
住
宅
整
備
計
画
は

答 

ニ
ー
ズ
に
そ
っ
て
検
討
す
る

問
町
内
の
空
き
家
を

改
修
し
賃
貸
物
件

と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
。答

商
工
観
光
課
長

全
国
的
事
例
は
ま

若者向け住宅（トゥジュール西会津）
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昨
今
、
複
雑
多
様
化
す

る
現
代
社
会
を
生
き
抜
く

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ

と
や
、
未
来
の
西
会
津
町

を
支
え
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
は
大
変
重
要
と
考

え
る
。
町
の
教
育
に
つ
い

て
以
下
の
点
を
問
う
。

問
ど
の
よ
う
な
子
ど

も
を
育
て
た
い
と

考
え
る
か
。

答
教
育
長

基
本
理
念
に
「
心

豊
か
に　

健
や
か
で　

や

り
ぬ
く
力
を
育
む
共
育
」

を
掲
げ
、「
確
か
な
学
力

の
育
成
」「
豊
か
な
心
の

育
成
」「
健
康
な
体
の
育

成
」
を
３
本
柱
と
し
、

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
児
童
生
徒
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
。

問
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
教
育
施

策
の
成
果
と
課
題
は
。

答
教
育
長

国
が
進
め
る
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
対

し
、
国
の
補
正
予
算
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
一
人
一

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

配
布
や
全
教
室
へ
の
電
子

黒
板
の
設
置
、
さ
ら
に
は

学
校
内
の
高
速
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
が
完
了

し
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境

が
整
備
さ
れ
た
。
課
題
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
管
理
や

活
用
の
約
束
、
さ
ら
に
教

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど

の
研
修
の
充
実
が
あ
る
。

問
教
育
長
の
考
え
を

多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
え
る
取
り
組
み
も

必
要
で
は
な
い
か
。

答
教
育
長

教
育
長
は
裏
方
に

回
り
、
学
校
を
先
頭
に
後

ろ
か
ら
支
え
て
い
く
べ
き

と
考
え
る
が
、
要
請
が
あ

れ
ば
出
て
い
く
こ
と
も
あ

り
え
る
。

問
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
の
成
果
と
課

題
は
。（
福
祉
施
策
を
含

む
。）

答
福
祉
介
護
課
長

不
妊
不
育
治
療
へ

の
補
助
や
乳
幼
児
家
庭
子

幼
少
期
か
ら
の
教
育

問 
こ
れ
ま
で
の
町
の
取
り
組
み
と
課
題
は

答 
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
す

答
教
育
長

教
育
の
基
本
に

「
不
易
流
行
を
融
合
・
継

承
す
る
」
を
掲
げ
て
お

育
て
応
援
金
、
保
育
料
完

全
無
償
化
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
利
用
負
担
軽
減
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
全
額
助
成
な
ど

の
経
済
的
支
援
に
加
え
、

子
育
て
全
般
に
わ
た
る
支

援
を
行
っ
て
き
た
。
課
題

に
つ
い
て
は
こ
ど
も
園
の

幼
児
教
育
か
ら
小
学
校
の

義
務
教
育
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
接
続
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
は
、
保
小
中
教
育
の

一
貫
性
を
意
識
し
た
活
動

が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
配
慮
を
継
続
し
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
課
題
に
取
り
組
み
た

い
。問

よ
り
良
い
教
育
を

目
指
す
に
は
何
が

重
要
と
考
え
る
か
。

り
、
学
校
教
育
に
加
え
、

幼
児
期
か
ら
の
教
育
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。

なかよし秋のおもちゃまつりの風景
保小中学校一貫した教育が重要となる

秦　貞継 議員 
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問
本
町
で
は
、
施
設

や
通
信
環
境
な
ど

の
受
入
環
境
整
備
は
も
と

よ
り
、
町
の
魅
力
や
企
業

移
住
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
事
前
に
首
都
圏
で
の

説
明
会
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

し
、
視
察
を
希
望
す
る
企

業
を
対
象
に
、
交
流
ツ

ア
ー
な
ど
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
が
、
結
果
と
令

和
４
年
度
の
事
業
展
開
に

つ
い
て
伺
う
。

答
町
長

結
果
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
実
施
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
は

じ
め
、
広
告
メ
デ
ィ
ア
関

連
会
社
な
ど
10
社
が
本
町

を
視
察
し
た
。

　

事
業
実
施
の
成
果
に
つ

い
て
は
、
企
業
側
の
意
識

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
で
き
た

ほ
か
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境

や
豊
か
な
自
然
の
中
で
仕

事
が
で
き
る
と
い
っ
た
本

町
の
優
位
性
、
ま
た
、
移

動
手
段
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

答  １０社が本町を視察に訪れる
問  企業移転に向け視察ツアーを実施

企業移転

の
確
保
と
い
っ
た
課
題
点

も
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

何
よ
り
も
、
来
町
し
た
企

業
と
の
関
係
を
築
け
た
こ

と
が
大
き
な
成
果
と
な
っ

た
。

　

令
和
４
年
度
に
つ
い
て

は
、
首
都
圏
な
ど
企
業
関

係
構
築
事
業
を
当
初
予
算

に
計
上
し
て
、
令
和
３
年

度
に
、
つ
な
が
り
を
持
っ

た
企
業
と
継
続
的
に
関
係

を
深
め
、
将
来
的
な
本
町

へ
の
企
業
移
転
な
ど
の
実

現
に
向
け
て
さ
ら
な
る
関

係
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

　
西
会
津
高
校
は
、
町
に

唯
一
存
在
す
る
高
校
で
あ

り
、
人
材
育
成
並
び
に
、

地
域
の
活
性
化
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
高
校
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
年
少
子
化
な
ど
に
よ

り
、
町
及
び
近
隣
市
町
村

の
中
学
校
卒
業
生
が
減
少

し
募
集
定
員
は
も
と
よ

り
、
過
半
数
を
満
た
す
こ

と
も
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

問
現
在
の
高
校
に
対

す
る
支
援
策
は
。

答
学
校
教
育
課
長

通
学
費
補
助
を
は

じ
め
、
無
利
子
で
の
奨
学

金
貸
与
や
部
活
動
な
ど
教

育
活
動
へ
の
支
援
な
ど
、

高
校
活
性
化
対
策
協
議
会

で
決
定
し
た
支
援
と
し

答
学
校
教
育
課
長

令
和
２
年
度
よ

り
、
高
校
の
地
域
活
動
に

対
し
て
、
地
域
人
材
の
講

師
派
遣
や
移
動
の
た
め
の

町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
貸
出

し
な
ど
を
行
い
、
令
和
３

年
度
よ
り
、
生
徒
全
員
へ

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸
与

を
実
施
し
て
い
る
。
町
と

し
て
も
、
今
後
も
引
き
続

き
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

高
校
活
性
化

問 

西
会
津
高
校
活
性
化
の
取
り
組
み
は

答 

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
へ
支
援
継
続

て
、
平
成
20
年
度
よ
り
順

次
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。

問
学
校
運
営
協
議
会

に
は
、
教
育
委
員

会
も
参
加
し
て
い
る
の

か
。答

学
校
教
育
課
長

協
議
会
は
、
15
名

の
委
員
に
よ
り
組
織
さ

れ
、
町
か
ら
は
、
商
工
観

光
課
長
と
学
校
教
育
課
長

の
２
名
が
委
員
に
委
嘱
さ

れ
、
年
３
回
の
会
議
の
ほ

か
学
校
行
事
な
ど
に
出
席

し
、
学
校
運
営
に
対
す
る

評
価
や
教
育
活
動
の
活
性

化
な
ど
を
協
議
・
検
討
し

て
い
る
。

問
魅
力
あ
る
高
校
に

す
る
た
め
、
更
な

る
支
援
策
を
考
え
て
い
る

か
。

伊藤　一男 議員

生徒の増加が望まれる高校

企業に説明している様子
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問
「
西
会
津
農
業
振

興
地
域
整
備
計

画
」
は
、
平
成
28
年
度
に

「
見
直
し
」
さ
れ
た
が
、

今
後
の
見
直
し
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

答
農
林
振
興
課
長

農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
は
、
農
業
振
興
地

域
の
整
備
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
優
良
な
農
地

を
保
全
す
る
と
と
も
に
、

農
業
振
興
の
た
め
の
各
種

施
策
を
計
画
的
に
実
施
す

る
こ
と
を
目
的
に
市
町
村

が
定
め
る
計
画
で
あ
り
、

農
業
の
振
興
を
図
る
べ
き

土
地
を
明
ら
か
に
し
、
土

地
の
有
効
活
用
と
農
業
の

近
代
化
を
総
合
的
に
進
め

る
た
め
、
概
ね
10
年
間
を

見
通
し
て
策
定
す
る
計
画

と
な
っ
て
い
る
。

　

計
画
で
は
農
業
振
興
地

域
内
の
農
業
振
興
を
図
る

た
め
の
優
良
農
地
と
し
て

守
る
必
要
が
あ
る
農
用
地

面
積
を
１
，
１
４
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
し
、
農
用
地
利

用
計
画
他
４
計
画
な
ど
を

定
め
、
農
用
地
の
利
用
促

進
を
図
っ
て
き
た
。

　

今
後
数
年
後
に
は
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
見

直
し
が
必
要
に
な
る
こ
と

か
ら
、
各
地
区
の
農
業
者

や
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
事
業
の
取
り
組
み
組

織
、
水
・
土
・
里
環
境
委

員
会
な
ど
、
町
の
農
業
を

担
う
方
々
か
ら
課
題
や
意

見
を
伺
い
、
関
係
機
関
と

協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
優

良
農
地
の
維
持
と
耕
作
放

棄
地
の
解
消
を
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

問
西
会
津
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
前
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
を
実
施
す
る
の

か
伺
う
。

答
農
林
振
興
課
長

従
来
か
ら
見
直
し

に
際
し
て
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
は
実
施
し
て
い
る
。
農

業
振
興
計
画
の
趣
旨
は
優

良
農
地
の
保
全
・
振
興
で

あ
る
が
、
真
に
守
る
べ
き

農
地
を
重
点
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

必
要
が
あ
れ
ば
、
集
落
に

入
り
、
農
業
者
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
取
り
組
む
。

西
会
津
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

問 
意
向
調
査
等
を
実
施
す
る
の
か

答 
丁
寧
に
実
施
す
る

答  ２３ヘクタール減である
問  主食用米の配分動向は

令和４年産米

問
令
和
４
年
産
米
の

主
食
用
米
と
非
主

食
用
米
な
ど
に
つ
い
て
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
稲
作
に
つ
い
て

は
大
き
く
変
革
期
を
迎
え

て
い
る
な
か
で
、
総
合
計

画
で
の
位
置
づ
け
や
考
え

方
に
変
更
す
る
部
分
な
ど

は
な
い
の
か
伺
う
。

答
農
林
振
興
課
長

県
か
ら
示
さ
れ
た

生
産
数
量
の
目
安
は
５
２

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
３

年
作
付
け
の
実
績
５
４
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
比
較
し
23

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
減
少
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
非
主
食
用
米
は

53
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
現
段
階
で
本
町
農

業
に
対
す
る
町
長

の
指
針
を
伺
う
。

答
町
長

本
町
の
基
幹
産
業

の
一
つ
で
も
あ
る
農
業

を
、
し
っ
か
り
持
続
可
能

な
農
業
と
し
て
守
っ
て
い

く
。
そ
の
中
で
、
農
業
公

社
を
検
討
・
調
査
中
で
あ

り
、
各
種
の
課
題
・
問
題

を
複
合
的
に
担
え
る
よ
う

に
し
た
い
の
で
、
今
後
専

門
家
を
招
致
し
て
、
本
町

に
適
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三留　正義 議員

稲作は大きな変革期を迎えている
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介
護
保
険
法
改
正
に
よ

り
、「
地
域
支
援
事
業
」

が
創
設
さ
れ
、
要
介
護
認

定
者
で
な
く
て
も
、
生
活

機
能
の
恐
れ
が
あ
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
対
し
て

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

介
護
が
必
要
と
な
る
前
の

段
階
か
ら
予
防
す
る
こ
と

で
高
齢
者
の
健
康
と
暮
ら

し
の
向
上
を
め
ざ
す
事
業

で
あ
る
。
そ
こ
で
問
う
。

問
「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合

事
業
」の「
事
業
対
象
者
」

へ
の
取
り
組
み
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

25
項
目
の
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
よ

り
事
業
対
象
者
に
認
定
さ

れ
れ
ば
、
介
護
予
防
の
た

め
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
、

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

で
き
る
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク

は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者

全
員
を
対
象
に
行
っ
て
お

り
、
現
在
は
29
名
が
事
業

対
象
者
に
認
定
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

答  さらなる深化・推進に取り組む
問  介護予防・生活支援サービスへの取り組みは

在宅高齢者支援

る
。
そ
の
他
に
、
３
名
が
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
訪
問
型
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
。

問
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
担
い
手
の
育

成
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

今
後
ま
す
ま
す
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
が
増
加
す

る
こ
と
を
見
据
え
、
事
業

の
拡
充
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
多
様
な
人
材

が
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
で
き
る
場
を
広

げ
て
い
く
。

問
高
齢
者
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業

（
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
）

の
現
状
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

24
時
間
体
制
で
、

人
感
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
異

変
の
検
知
に
よ
る
監
視

や
、
緊
急
ボ
タ
ン
に
よ
る

通
報
を
受
信
す
る
こ
と
に

よ
り
緊
急
対
応
が
可
能
に

な
る
。
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
で
見
守
り
が
必
要

な
方
へ
貸
与
し
て
お
り
、

現
在
12
世
帯
に
設
置
し
て

い
る
。
今
後
は
、
さ
ら
に

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
新
た
な
見
守
り
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
な
ど
も
検
討
し

て
い
く
。

問
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な

を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ

る
在
宅
の
20
歳
以
上
の

人
」
に
支
給
さ
れ
る
。
３

月
１
日
現
在
で
の
受
給
者

は
７
人
で
、
う
ち
１
人
が

障
害
者
手
帳
を
所
持
せ
ず

受
給
し
て
い
る
。
今
後

は
、
広
く
制
度
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

い
65
歳
以
上
の
要
介
護
者

の
う
ち
「
特
別
障
害
者
手

当
」（
月
額
２
万
７
３
０

０
円
）
受
給
者
の
現
状
と

取
り
組
み
は
。

答
福
祉
介
護
課
長

「
精
神
又
は
身
体

に
著
し
く
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
助

安心できる暮らしを・・・〈緊急通報システム〉

上野恵美子 議員
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移住相談の様子

　
西
会
津
町
デ
ジ
タ
ル
戦

略
策
定
か
ら
１
年
が
経
過

し
た
こ
と
か
ら
令
和
３
年

度
の
事
業
実
績
と
令
和
４

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

問
令
和
３
年
度
の
事

業
実
績
は
。

答
町
長

令
和
３
年
度
の
取

り
組
み
と
し
て
令
和
２
年

度
の
繰
越
事
業
で
実
施
し

た
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
の
構
築
、
首
都
圏

企
業
と
本
町
の
交
流
を
図

る
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
町

民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
町
民

参
加
型
合
意
形
成
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
、
Ａ

Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

実
証
運
行
、
デ
ジ
タ
ル
教

室
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教

室
の
開
催
、
行
政
内
部
で

は
、
申
請
・
届
出
な
ど
の

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
押
印
・
署
名
な
ど
の
見

直
し
、
自
治
体
専
用

チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
の
導
入

な
ど
を
実
施
し
た
。

問
令
和
４
年
度
の
計

画
事
業
は
。

答
町
長

令
和
４
年
度
の
主

な
事
業
と
し
て
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
使
っ
て
境
界

明
確
化
を
行
う
林
地
台
帳

整
備
事
業
の
ほ
か
、
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
事
業
、
首

都
圏
企
業
と
の
交
流
か
ら

企
業
移
住
を
目
指
す
取
り

組
み
、
防
災
ア
シ
ス
ト
ア

プ
リ
の
導
入
、
小
中
学
校

学
習
用
ア
プ
リ
・
中
学
生

用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導

入
な
ど
行
政
全
体
で
デ
ジ

タ
ル
変
革
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

デ
ジ
タ
ル
戦
略

問 
令
和
３・４
年
度
の
取
り
組
み
は

答 
行
政
全
体
で
デ
ジ
タ
ル
変
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

荒海　正人 議員

答  人口減少対策の一つの柱として取り組む
問  令和４年度事業への考えは

移住定住政策

　
移
住
定
住
政
策
に
お
け

る
令
和
３
年
度
の
事
業
実

績
と
令
和
４
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

問
令
和
３
年
度
の
事

業
実
績
は
。

答
商
工
観
光
課
長

令
和
３
年
度
の
取

り
組
み
と
し
て
は
、
相
談

窓
口
を
商
工
観
光
課
内
に

移
設
し
、
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
１
名
配
置
し

た
こ
と
を
は
じ
め
、
こ
れ

ま
で
同
様
に
相
談
業
務
の

実
施
や
物
件
情
報
の
提

供
、
お
試
し
住
宅
の
運

営
、
移
住
Ｐ
Ｒ
動
画
の
配

信
、
首
都
圏
で
の
移
住
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
の

事
業
を
行
い
、
令
和
４
年

２
月
末
現
在
ま
で
の
移
住

相
談
数
は
１
１
４
件
、
移

住
者
数
は
13
名
と
な
っ
て

い
る
。

問
令
和
４
年
度
の
事

業
計
画
は
。

答
商
工
観
光
課
長

令
和
４
年
度
に
お

い
て
も
「
移
住
定
住
の
促

進
」
を
人
口
減
少
対
策
の

３
本
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、

「
に
ぎ
わ
い
番
所
ぷ
ら
っ

と
（
旧
野
口
燃
料
店
）」

で
の
移
住
相
談
窓
口
の
開

設
や
町
内
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
と
の
つ
な
が
り
を
活
か

し
た
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
の
導
入
、
移
住
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
、

移
住
者
を
雇
用
し
た
町
内

企
業
に
対
し
て
の
補
助
金

の
創
設
、
町
内
で
起
業
し

た
方
へ
の
支
援
の
強
化
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
対
応
に
つ
い

て
も
既
存
の
施
設
の
活
用

の
ほ
か
空
き
家
や
有
休
施

設
を
活
用
し
た
拠
点
整
備

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。

デジタル教室の様子
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議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
導
入
の
取
り
組
み

議
会
活
性
化
特
別
委
員

会
で
は
、
令
和
２
年
７
月

10
日
第
３
回
の
委
員
会

で
、
議
会
活
性
化
の
調
査

に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

そ
の
中
で
、
委
員
か
ら

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し

て
情
報
力
・
収
集
力
を
あ

げ
、
議
員
の
資
質
向
上
を

め
ざ
し
て
は
」
と
の
提
案

が
あ
り
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
化
を
調
査
検
討
項
目
に

加
え
た
。

第
４
回
の
委
員
会
に
お

い
て
、
町
で
も
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
る
こ
と
か

ら
議
会
の
「
タ
ブ
レ
ッ
ト

化
」
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
化
」

に
変
更
し
た
。
議
会
と
し

て
も
勉
強
が
必
要
と
の
こ

と
か
ら
議
会
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
調
査
検
討
事
項
の
一

番
目
と
し
た
。

さ
ら
に
、
進
め
方
を
協

議
し
、
先
進
地
の
事
例
を

学
ぶ
ほ
か
、
町
の
デ
ジ
タ

ル
最
高
責
任
者
で
あ
る
藤

井
氏
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

た
。そ

の
後
、「
デ
ジ
タ
ル

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
」、「
何
の
た
め
に
導
入

す
る
の
か
」
な
ど
の
調

査
・
検
討
や
講
演
・
指
導

を
重
ね
、
２
回
の
研
修
を

経
て
、
令
和
３
年
12
月
17

日
の
第
８
回
の
委
員
会
に

お
い
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

を
決
定
し
た
。

併
せ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化

推
進
小
委
員
会
を
設
置

し
、
導
入
予
定
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
及
び
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
検
討
し
新
年
度
予
算

に
要
求
し
た
。

小
委
員
会
で
は
、
運
用

基
準
で
あ
る
「
西
会
津
町

議
会
会
議
シ
ス
テ
ム
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
の
使
用

等
に
関
す
る
要
綱
（
案
）」

を
策
定
し
、
特
別
委
員
会

で
協
議
の
う
え
、
３
月
議

会
定
例
会
か
ら
使
用
し

た
。課

題
も
あ
る
こ
と
か
ら

今
後
検
討
を
重
ね
よ
り
良

い
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

い
く
。

議会活性化特別委員会での話合いの様子

導入を検討をしているタブレットのサンプル議会定例会で試験運用している様子
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ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
断
固
抗
議
す
る
決
議

西会津町議会では、令和４年３月15日の本会議において、『ロシアによる
ウクライナ侵攻に断固抗議する決議』を全会一致で可決しました。
一刻も早く終結することを願っております。

ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議

２月２４日に始まったロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、明
らかにウクライナの主権と領土を武力で侵害する行為で、国連憲章と
国際法に違反し、国際秩序の根幹を揺るがすものである。
また、ウクライナ国内においては、子どもを含めた多くの人命が奪
われており、このような侵略行為は断じて認められない。
さらにプーチン大統領の核の使用を示唆するような発言に対しても、
核被爆国として厳しく非難するものである。
西会津町議会は、ロシアによる一連のウクライナへの軍事侵攻に断
固抗議するとともに、軍の即時撤収、国際法の順守を強く求める。
政府においては、現地在留邦人の安全確保に努めるとともに、国際
社会と緊密に連携し、毅然たる態度でロシアに対して制裁措置の徹底
及び強化を図り、ロシア軍の即時完全撤退を求める。

以上決議する。

令和４年３月15日

福島県西会津町議会

議会報告会中止のお知らせ
例年5月に開催していました「議会報告会」は、新型コロナウイルス感染防止のた
め中止いたしますので、ご理解をお願いいたします。
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―西会津に来て感じることは？
昨年の10月に日本に来て西会津町で外
国語指導助手として暮らし感じることは
「自然の美しさ」「人の親切さ」「食べ物の美
味しさ」です。季節は、秋と冬しかまだ体
験していませんが、これからの春と夏が楽
しみです。町の人たちは、とても温かく接
してくれます。スーパーなどで気軽に声を
かけてくれたり、先生方にもお世話になっ
ています。食べ物は、味噌ラーメンと馬刺
しが好きになりました。
―英語の授業はどうですか？
授業はとても楽しいです。子ども達には
授業を通じて英語や海外について関心を持
ってもらいたいです。時にはテストや覚え
なければならないこともありますが、楽し
みながら英語に触れてもらいたいです。

―これからチャレンジしたいことは？
日本文化にとても関心があり、様々なこ
とが経験となっています。西会津町に来て
からワカサギ釣りをしたり、和太鼓をやっ
たり、運転も母国のアメリカとは逆ハンド
ルなのでやっと慣れてきたところです。こ
れからは、アメリカ文化を子ども達や町の
皆さんにも体験してほしいと思っていま
す。バスケットボールが得意なので一緒に
体を動かすこともいいかもしれません。
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〝
銃
声
が
聞
こ
え
な
く

な
る
日
は
、
い
つ
来
る
の

か
〟
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
は

さ
ら
に
過
激
さ
を
増
し
、

多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

国
連
憲
章
、
国
際
法
違
反

の
侵
略
そ
の
も
の
で
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
で
の
侵

略
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
、
戦
争
行
為
を
認
め

ず
、
主
権
を
無
視
し
た
攻

略
を
禁
止
し
、
紛
争
の
平

和
的
解
決
を
定
め
た
の
が

国
連
憲
章
で
す
。
平
和
を

求
め
る
世
界
の
連
帯
が
さ

ら
に
強
ま
り
一
日
も
早
い

平
和
を
強
く
願
っ
て
い
ま

す
。

�

上
野
恵
美
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集

後

記
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の
動
き

　

３
月
29
日
に
大
宜
味
村

議
員
２
名
お
よ
び
事
務
局

１
名
が
来
町
し
た
。
今
回

で
２
回
目
の
来
町
と
な
り
、

前
回
は
、
令
和
元
年
10
月

２
、
３
日
に
議
会
議
員
10

名
お
よ
び
事
務
局
２
名
が

訪
れ
、
本
町
議
会
の
議
会

改
革
や
児
童
生
徒
の
交
流

事
業
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
の

視
察
研
修
を
行
っ
た
。
そ

の
時
に
、
本
町
議
会
の
議

会
改
革
の
一
つ
で
あ
る
議

会
基
本
条
例
の
取
り
組
み

を
研
修
し
、
大
宜
味
村
議

会
に
お
い
て
も
議
会
基
本

条
例
が
必
要
と
の
観
点
か

ら
策
定
し
た
。
今
回
、
策

定
状
況
の
経
過
報
告
（
意

見
交
換
）
及
び
町
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
視
察
、
議
会
の

このコーナーでは、町内に移住し、活躍されている方々を紹介しています。
今回は、外国語指導助手（ALT）のグレゴリー・ブライアント先生です。

沖
縄
県
大
宜
味
村

議
会
が
来
町

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
取
り

組
み
を
研
修
視
察
す
る
た

め
、
来
町
と
な
っ
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
策

定
ま
で
の
反
省
点
や
課
題

な
ど
の
話
し
合
い
も
行
わ

れ
、
大
変
有
意
義
な
会
議

と
な
っ
た
。
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
視
察
で
は
、
議
会

中
継
の
た
め
の
議
場
シ
ス

テ
ム
や
局
舎
内
で
の
説
明

を
受
け
、
議
会
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
の
取
り
組
み

で
は
、
導
入
ま
で
の
経
緯

や
「
議
会
会
議
シ
ス
テ
ム

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
の

使
用
等
に
関
す
る
要
綱
」

な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
熱
心
に
研
修
を
行
っ
た
。

こ
の
実
り
あ
る
交
流
が
、

今
後
も
続
け
ら
れ
る
こ
と

を
願
い
終
了
と
な
っ
た
。大宜味村議会議長


